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(57)【要約】
【課題】本発明は、ドラムを低い位置でセッティングす
ることができ、収納時の形態をコンパクトにすることが
できるドラムスタンドを提供することにある。
【解決手段】ドラムスタンド１０は、スタンド本体１１
と、ドラム支持体１４と、ドラム支持体１４をスタンド
本体１１に取り付けるアタッチメント１５とを備えてい
る。ドラム支持体１４は、第１アーム４１と、第１アー
ム４１に対して開閉する２本の第２アーム４２とから構
成されている。第１及び第２アーム４１，４２はいずれ
も、支柱１７の上端付近からスネアドラムの底面に向け
て斜めに直線的に延びている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
支柱を有するスタンド本体と、ドラムを支持する複数のアームを有するドラム支持体とを
備え、前記複数のアームは、前記支柱の上端付近から横方向へ放射状に開いた使用時の形
態と、使用時の形態から横方向に回動して閉じられると共に前記支柱に折り畳まれた収納
時の形態とを取り得るドラムスタンドであって、
　前記複数のアームは、
　前記支柱の上端付近に設けられた第１アームと、
　前記支柱の上端付近に設けられ、前記第１アームに対して開閉すべく横方向に回動可能
な第２アームとからなり、
　前記第１及び第２アームは、前記ドラムの底面に向けて斜めにかつ直線的にそれぞれ延
びていることを特徴とするドラムスタンド。
【請求項２】
請求項１記載のドラムスタンドにおいて、
　前記複数のアームは、１本の第１アームと、２本の第２アームとからなることを特徴と
するドラムスタンド。
【請求項３】
請求項１又は２記載のドラムスタンドにおいて、
　前記第１アームは、前記第１アームの長さを調整可能に構成されていることを特徴とす
るドラムスタンド。
【請求項４】
請求項３記載のドラムスタンドにおいて、
　前記第１アームは、前記支柱の上端に設けられかつ軸線を有するアーム支持体と、前記
アーム支持体に支持されかつ前記アーム支持体の軸線に沿って摺動可能な摺動アームとを
備えていることを特徴とするドラムスタンド。
【請求項５】
請求項３又は４記載のドラムスタンドにおいて、
　前記第１アームの最短長は、前記第２アームの長さと同等であることを特徴とするドラ
ムスタンド。
【請求項６】
請求項１～５のうちいずれか一項に記載のドラムスタンドにおいて、
　前記ドラム支持体は、更に、前記ドラム支持体を前記支柱の上端に取り付けるためのア
タッチメントを備え、
　前記アタッチメントは、前記ドラム支持体を、前記第１アームの軸線に沿って移動可能
に支持することを特徴とするドラムスタンド。
【請求項７】
請求項２～６のうちいずれか一項に記載のドラムスタンドにおいて、
　前記ドラム支持体は、更に、２本の第２アームを第１角度で開いた第１開位置又は前記
第１角度よりも大きい第２角度で開いた第２開位置から閉じないように規制する規制部材
を備えていることを特徴とするドラムスタンド。
【請求項８】
請求項７記載のドラムスタンドにおいて、
　前記規制部材は、Ｔ型ストッパからなり、
　前記Ｔ型ストッパを第１の向きにして２本の第２アームの基端間に配置することで、２
本の第２アームが前記第１開位置から閉じないように規制され、
　前記Ｔ型ストッパを第２の向きにして２本の第２アームの基端間に配置することで、２
本の第２アームが前記第２開位置から閉じないように規制されることを特徴とするドラム
スタンド。
【請求項９】
請求項６記載のドラムスタンドにおいて、
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　前記アタッチメントは、前記支柱の上端に対して傾動可能に保持されていることを特徴
とするドラムスタンド。
【請求項１０】
請求項１～９のうちいずれか一項に記載のドラムスタンドにおいて、
　前記複数のアームの各先端には、前記ドラムを把持するためのフックが設けられ、前記
フックの前記ドラムと対向する部分が断面円形状を有していることを特徴とするドラムス
タンド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドラムを床面等に設置する際に用いられるドラムスタンドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のドラムスタンドが、例えば、特許文献１，２に開示されている。
　特許文献１に開示のドラムスタンドは、支柱及び脚部を有するスタンド本体と、スネア
ドラムを支持するドラム支持体とを備えている。ドラム支持体は、３本のアームと、３本
のアームの中心から下方に延びるドラム支持側パイプと、各アームとドラム支持側パイプ
とを連結する３本のステーと、ドラム支持側パイプの下端に螺着された調節ナットとを備
えている。３本のアームは、ドラム支持側パイプの上端付近から横方向へ放射状に延びて
いる。この構成によれば、調節ナットを回して、ステーの基端を、環状体と共にドラム支
持側パイプに沿って上昇させる。これにより、３本のアームが各アームの基端を中心に上
方へ回動するため、放射状に開いたアームの先端を含む円の直径が小さくなる。つまり、
調節ナットを操作することにより、スネアドラムの直径に対応してドラム支持体の直径が
調節される。また、ドラム支持体にスネアドラムが配置されていれば、アームの先端によ
りスネアドラムの下側フープが把持される。この場合、スネアドラムをドラムスタンドと
一緒に持ち上げて、移動させることもできる。
【０００３】
　特許文献２に開示のドラムスタンドも、支柱及び脚部を有するスタンド本体と、スネア
ドラムを支持するドラム支持体とを備えている。ドラム支持体は、四角形状の支持プレー
トと、支持プレートから横方向へ放射状に延びる３本のアームとを備えている。支持プレ
ートには、中央に配置される第１アームが、第１アームの軸線に沿って摺動可能に取り付
けられている。また、支持プレートには、２本の第２アームが、第１アームに対して開閉
すべく回動可能にそれぞれ連結されている。この構成によれば、第１アームに対して第２
アームを閉じてから、第１及び第２アームを支柱に折り畳むことにより、ドラムスタンド
を収納時の形態にすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２０２８５９号公報
【特許文献２】米国特許第１８３７６３７号明細書
【発明の概要】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に開示のドラムスタンドによれば、ステーの基端を環状体と
共にドラム支持側パイプに沿って上昇させる構造のため、スネアドラムを比較的高い位置
でしか支持することができない。つまり、スネアドラムを低い位置でセッティングできな
いため、胴深さの大きいスネアドラムを支持する場合、スネアドラムの打面が所望の位置
よりも高くなり易い。これに対し、特許文献２に開示のスネアスタンドは、特許文献１の
スネアスタンドよりも低い位置でスネアドラムをセッティングできる。しかしながら、特
許文献２に開示のドラムスタンドによれば、スネアワイヤが緩められた状態でアームと干
渉しないようにするため、３本のアームとスネアドラムの底面との間に大きな空間を確保
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する必要がある。このため、各アームは、アームの先端に向かうほど大きく曲げられてい
る。この構成のため、収納時の形態で、アームの湾曲部は、アームの先端に向かうほどス
タンド本体の支柱から大きく反れて配置される。つまり、アームの湾曲部が支柱と交差す
る方向に大きく突出するため、スネアスタンドの収納時の形態をコンパクトにすることが
できない。
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、ドラムを低い位置でセッティングすることができ、収納時の形態をコ
ンパクトにすることができるドラムスタンドを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、支柱を有するスタンド本体と
、ドラムを支持する複数のアームを有するドラム支持体とを備え、複数のアームは、支柱
の上端付近から横方向へ放射状に開いた使用時の形態と、使用時の形態から横方向に回動
して閉じられると共に支柱に折り畳まれた収納時の形態とを取り得るドラムスタンドであ
って、複数のアームは、支柱の上端付近に設けられた第１アームと、支柱の上端付近に設
けられ、第１アームに対して開閉すべく横方向に回動可能な第２アームとからなり、第１
及び第２アームは、ドラムの底面に向けて斜めにかつ直線的にそれぞれ延びていることを
要旨とする。
【０００８】
　この構成によれば、第１及び第２アームの延出方向をドラムの底面に対して斜めに設定
することで、第１及び第２アームとドラムの底面との間に空間を確保することができる。
このため、使用時の形態では、ドラムが、支柱の上端付近から延びる第１及び第２アーム
との間の空間を利用して、第１及び第２アームにより支持される。よって、ステーにより
アームを回動させてドラムを把持する従来構成よりも、ドラムを低い位置でセッティング
することができる。また、第１及び第２アームはいずれも直線的に延びており、湾曲部を
有していない。このため、収納時の形態では、第１及び第２アームが、それらの全長に亘
ってスタンド本体の支柱と並行に配置される。よって、アームの先端に湾曲部を有する従
来構成のドラムスタンドと比較して、ドラムスタンドの収納時の形態をコンパクトにする
こともできる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１記載の発明において、複数のアームは、１本の第１
アームと、２本の第２アームとからなることを要旨とする。
　この構成によれば、複数のアームの総数を３本に設定することで、ドラムの安定的な支
持に必要なアームの数を最小限に抑えることができる。これにより、複数のアームの収納
時の形態がよりコンパクトになり、ひいては、ドラムスタンドの収納時の形態をよりコン
パクトにすることができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項1又は２記載の発明において、第１アームは、第１ア
ームの長さを調整可能に構成されていることを要旨とする。
　この構成によれば、複数のアームを使用時の形態にして第１アームの長さを調整するこ
とで、放射状に開いた各アームの先端を含む円の直径を変更することができる。このよう
に、複数のアームのうち第１アームの長さを調整するだけで、ドラムの直径に対応してド
ラム支持体の直径を調節することができる。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項３記載の発明において、第１アームは、支柱の上端に
設けられかつ軸線を有するアーム支持体と、アーム支持体に支持されかつアーム支持体の
軸線に沿って摺動可能な摺動アームとを備えていることを要旨とする。
【００１２】
　この構成によれば、アーム支持体の軸線に沿って摺動アームを摺動させるだけで、第１
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アームの長さを調整することができる。
　請求項５に記載の発明は、請求項３又は４記載の発明において、第１アームの最短長は
、第２アームの長さと同等であることを要旨とする。
【００１３】
　この構成によれば、第１アームの最短長を第２アームの長さと同等に設定することで、
複数のアームの収納時の形態がより一層コンパクトになり、ひいては、ドラムスタンドの
収納時の形態をより一層コンパクトにすることができる。
【００１４】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～５のうちいずれか一項に記載の発明において、ド
ラム支持体は、更に、ドラム支持体を支柱の上端に取り付けるためのアタッチメントを備
え、アタッチメントは、ドラム支持体を、第１アームの軸線に沿って移動可能に支持する
ことを要旨とする。
【００１５】
　この構成によれば、アタッチメントを操作して、ドラム支持体を第１アームの軸線に沿
って移動させることができる。これにより、ドラム支持体に装着されたドラムの中心を、
スタンド本体の支柱と同位置に配置することができる。よって、ドラムスタンドによりド
ラムを安定的に支持することができる。
【００１６】
　請求項７に記載の発明は、請求項２～６のうちいずれか一項に記載の発明において、ド
ラム支持体は、更に、２本の第２アームを第１角度で開いた第１開位置又は第１角度より
も大きい第２角度で開いた第２開位置から閉じないように規制する規制部材を備えている
ことを要旨とする。
【００１７】
　この構成によれば、規制部材により２本の第２アームを第１開位置から閉じないように
規制することで、比較的小さい径のドラムに対応してドラム支持体の直径を調整すること
ができる。また、規制部材により２本の第２アームを第２開位置から閉じないように規制
することで、比較的大きい径のドラムに対応してドラム支持体の直径を調整することがで
きる。
【００１８】
　請求項８に記載の発明は、請求項７記載の発明において、規制部材は、Ｔ型ストッパか
らなり、Ｔ型ストッパを第１の向きにして２本の第２アームの基端間に配置することで、
２本の第２アームが第１開位置から閉じないように規制され、Ｔ型ストッパを第２の向き
にして２本の第２アームの基端間に配置することで、２本の第２アームが第２開位置から
閉じないように規制されることを要旨とする。
【００１９】
　この構成によれば、Ｔ型ストッパを第１の向き又は第２の向きにして２本の第２アーム
の基端間に配置するだけで、２種類のドラムの口径に対応してドラム支持体の直径を調整
することができる。よって、ドラムスタンドに装着されるドラムの種類に対応してドラム
支持体の直径を容易に切替えることができる。
【００２０】
　請求項９に記載の発明は、請求項６記載の発明において、アタッチメントは、支柱の上
端に対して傾動可能に保持されていることを要旨とする。
　この構成によれば、アタッチメントを支柱に対して傾動させることで、複数のアームを
支柱と平行になるまで折り畳むことができる。これにより、ドラムスタンドの収納時の形
態をより一層コンパクトにすることができる。また、支柱に対するドラム支持体の取付角
度を変更することで、ドラムの打面角度を演奏し易い角度に調整することもできる。
【００２１】
　請求項１０に記載の発明は、請求項１～９のうちいずれか一項に記載の発明において、
複数のアームの各先端には、ドラムを把持するためのフックが設けられ、フックのドラム
と対向する部分が断面円形状を有していることを要旨とする。
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【００２２】
　この構成によれば、フックのドラムと対向する部分が断面円形状を有しているため、フ
ックは、フープやシェル等との接触面積を小さく抑えつつドラムを把持することができる
。この場合、ドラムの振動がフックにより打ち消され難いため、ドラム音を十分に響かせ
ることができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、ドラムを低い位置でセッティングすることができ、収納時の形態をコ
ンパクトにすることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明に係るドラムスタンドの使用時の形態を示す斜視図。
【図２】ドラムスタンドの斜視図。
【図３】図１の３－３線に沿った断面図。
【図４】図１の４－４線に沿った断面図。
【図５】図１の５－５線に沿った断面図。
【図６】（ａ）１２インチのスネアドラムを支持する場合のＴ型ストッパ付近を拡大して
示す部分正面図、（ｂ）１２インチのスネアドラムを支持する場合のスネアドラムの側面
図、（ｃ）１２インチのスネアドラムを支持する場合のドラム支持体を下方から見た底面
図。
【図７】（ａ）は１４インチのスネアドラムを支持する場合のＴ型ストッパ付近を拡大し
て示す部分正面図、（ｂ）１４インチのスネアドラムを支持する場合のスネアドラムの側
面図、（ｃ）１４インチのスネアドラムを支持する場合のドラム支持体を下方から見た底
面図。
【図８】ドラムスタンドの収納時の形態を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明に係るドラムスタンドをスネアドラム用スタンドに具体化した一実施形態
について、図１～図８を参照して説明する。
　図１に示すように、ドラムスタンド１０は、スタンド本体１１と、複数のアームを有す
るドラム支持体１４と、ドラム支持体１４をスタンド本体１１に取り付けるアタッチメン
ト１５とを備えている。ドラム支持体１４は、第１アーム４１と、第１アーム４１に対し
て開閉する２本の第２アーム４２とから構成されている。ドラム支持体１４は、放射状に
開いた使用時の形態と、図８に示す収納時の形態とを取り得る。
【００２６】
　スタンド本体１１は、折り畳み可能な三脚１６と、三脚１６の中央から上方に延びる支
柱１７とを備えている。支柱１７は、径の異なる上パイプ１７ａ及び下パイプ１７ｂと、
パイプジョイント１８とを備えている。パイプジョイント１８は、上パイプ１７ａと下パ
イプ１７ｂとを固定又は摺動可能に保持する。上パイプ１７ａには、下パイプ１７ｂとの
固定位置を記憶するため、メモリロック１９が装着されている。
【００２７】
　図２に示すように、上パイプ１７ａの下端には、筒状のゴム部材２０が挿入されている
。また、ゴム部材２０の内側には、テーパ状の外周面を有するストッパ２１が挿入されて
いる。ゴム部材２０は、ストッパ２１によって上パイプ１７ａの下端に固定されている。
上パイプ１７ａの上開口端には、軸部材２２が装着されている。軸部材２２の上面中央に
は、軸を介して球体２３が固定されている。
【００２８】
　アタッチメント１５は、軸部材２２の球体２３に取り付けられる第１及び第２クランプ
２４，２５と、第１及び第２クランプ２４，２５を固定するボルト２６及びＴ型ナット２
７とを備えている。第１クランプ２４は、ピン２８を介し第２クランプ２５の端部に対し
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て回動可能に連結されている。第１及び第２クランプ２４，２５は、それらの連結部と反
対側に挿通孔２４ａ，２５ａをそれぞれ有している。
【００２９】
　ボルト２６は、第１及び第２クランプ２４，２５の挿通孔２４ａ，２５ａに挿通されて
、Ｔ型ナット２７に螺着されている。Ｔ型ナット２７を締め付けることで、第１及び第２
クランプ２４，２５が球体２３を挟持する。このため、アタッチメント１５は、軸部材２
２を介して上パイプ１７ａに固定される。Ｔ型ナット２７を緩めることで、第１及び第２
クランプ２４，２５による球体２３の挟持が解除される。このため、アタッチメント１５
は、軸部材２２及び上パイプ１７ａに対して傾動可能となる。即ち、アタッチメント１５
は、球体２３の中心を中心として前後左右に傾動可能となる。
【００３０】
　図２及び図３に示すように、アタッチメント１５は、更に、第２クランプ２５に側方か
ら取り付けられるカバー２９と、第２クランプ２５にカバー２９を固定するボルト３０及
び六角ナット３１とを備えている。第２クランプ２５には、カバー２９と共にドラム支持
体１４を支持する支持片３２が一体形成されている。支持片３２及びカバー２９の内面に
は、ドラム支持体１４を摺動可能に保持する保持溝３２ａ，２９ａがそれぞれ形成されて
いる。
【００３１】
　カバー２９の上端は、連結ピン３３を介し第２クランプ２５の支持片３２に対して回動
可能に連結されている。支持片３２及びカバー２９の下端には、挿通孔３２ｂ，２９ｂが
それぞれ形成されている。ボルト３０は、支持片３２及びカバー２９の挿通孔３２ｂ，２
９ｂに挿通されて、六角ナット３１に螺着されている。ボルト３０を締め付けることで、
支持片３２及びカバー２９によりドラム支持体１４の第１アーム４１が挟持される。この
ため、ドラム支持体１４がアタッチメント１５に固定されて、支柱１７の軸線に対するド
ラム支持体１４の中心位置が固定される。ボルト３０を緩めることで、支持片３２及びカ
バー２９による第１アーム４１の挟持が解除される。このため、ドラム支持体１４がアタ
ッチメント１５に対し第１アーム４１の軸線に沿って摺動可能となり、支柱１７の軸線に
対するドラム支持体１４の中心位置が変更可能となる。
【００３２】
　第１アーム４１は、略Ｔ字状のアーム支持体４３と、アーム支持体４３に支持される摺
動アーム４４とを備えている。アーム支持体４３は、軸線に沿って延びる直線部４６と、
２本の第２アーム４２が連結される基部４７とを備えている。直線部４６は、断面八角形
である。直線部４６には、摺動アーム４４を摺動可能に保持する保持溝４６ａが形成され
ている。保持溝４６ａは、下方に開放されると共に直線部４６の軸線に沿って延びている
。また、摺動アーム４４の基端には、ストッパ４８が固定されている。ストッパ４８がク
ランプ片４９に当接されることで、アーム支持体４３からの摺動アーム４４の脱落が阻止
される。
【００３３】
　図２及び図４に示すように、アーム支持体４３は、更に、直線部４６の先端に取り付け
られるクランプ片４９と、直線部４６にクランプ片４９を固定するボルト５０及びＴ型ナ
ット５１とを備えている。直線部４６の先端には、クランプ片４９と共に摺動アーム４４
を支持するクランプ部４６ｂが一体形成されている。クランプ部４６ｂ及びクランプ片４
９の内面には、摺動アーム４４を摺動可能に保持する保持溝４６ｃ，４９ｃがそれぞれ形
成されている。
【００３４】
　クランプ片４９は、連結ピン５２を介しクランプ部４６ｂに対して回動可能に連結され
ている。クランプ部４６ｂ及びクランプ片４９は、それらの連結部と反対側に挿通孔４６
ｄ，４９ｄをそれぞれ有している。ボルト５０は、クランプ部４６ｂ及びクランプ片４９
の挿通孔４６ｄ，４９ｄに挿通されて、Ｔ型ナット５１に螺着されている。Ｔ型ナット５
１を締め付けることで、クランプ部４６ｂ及びクランプ片４９が摺動アーム４４を挟持す
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る。このため、摺動アーム４４がアーム支持体４３に固定されて、第１アーム４１の全長
が固定される。Ｔ型ナット５１を緩めると、クランプ部４６ｂ及びクランプ片４９による
摺動アーム４４の挟持が解除される。このため、摺動アーム４４がアーム支持体４３に対
し摺動可能となり、第１アーム４１の全長が調整可能となる。
【００３５】
　図２及び図５に示すように、基部４７は、直線部４６の基端から、直線部４６の軸線と
直交する方向に延びている。基部４７の中央には、ボルト５３により、規制部材としての
Ｔ型ストッパ５４が取り付けられている。基部４７の各端には、第２アーム４２が、樹脂
ワッシャ５５、ネジ５６、筒状ナット５７等を介して回動可能に連結されている。基部４
７の各端には、上壁４７ａ及び下壁４７ｂが設けられている。上壁４７ａ及び下壁４７ｂ
には、ネジ５６の頭部及び軸部の一部が配置される縦孔４７ｃがそれぞれ形成されている
。
【００３６】
　上壁４７ａと下壁４７ｂとの間には、樹脂ワッシャ５５を介して、アームホルダ５８が
取り付けられている。アームホルダ５８は、第２アーム４２が固定される固定部５８ａと
、基部４７に連結される連結部５８ｂとを備えている。連結部５８ｂには、上壁４７ａ及
び下壁４７ｂの縦孔４７ｃと同軸上に配置される縦孔５８ｃが形成されている。筒状ナッ
ト５７は、上壁４７ａの縦孔４７ｃ、連結部５８ｂの縦孔５８ｃ及び下壁４７ｂの縦孔４
７ｃに跨って装着されている。ネジ５６は、筒状ナット５７を縦孔４７ｃ，５８ｃ，４７
ｃに固定するため、筒状ナット５７の上端と下端とにそれぞれ螺着されている。
【００３７】
　図２に示すように、第１及び第２アーム４１，４２の先端には、弾性部材からなるフッ
ク５９が取り付けられている。フック５９は、略Ｌ字状をなす２つの部品を組み付けて構
成されている。フック５９は、スネアドラムを下方から受ける受け部５９ａと、スネアド
ラムの下フープに係止される係止部５９ｂとを備えている。受け部５９ａ及び係止部５９
ｂはいずれも、スネアドラムとの接触面積を少なくするため、断面円形状に形成されてい
る。
【００３８】
　次に、上記のドラムスタンド１０の作用について説明する。
　まず、ドラムスタンド１０を、図１に示す使用時の形態から図８に示す収納時の形態に
変形する際の手順について説明する。
【００３９】
　図１に示すように、まず、クランプ部４６ｂのＴ型ナット５１を緩めてから、第１アー
ム４１が最短長になるまで、摺動アーム４４をアーム支持体４３に対して図１のＰ方向に
摺動させる。次に、２本の第２アーム４２が第１アーム４１と平行になるまで、図１の矢
印Ｑに示すように、第２アーム４２を横方向に回動させる。こうして、図８に示すように
、２本の第２アーム４２が第１アーム４１に対して閉じられる。
【００４０】
　続いて、アタッチメント１５のＴ型ナット２７を緩めた後、第１及び第２アーム４１，
４２が支柱１７と平行になるまで、アタッチメント１５を支柱１７に対して傾動させる。
こうして第１及び第２アーム４１，４２が支柱１７に折り畳まれた後、パイプジョイント
１８を操作して支柱１７の長さを短くし、三脚１６を支柱１７に折り畳む。
【００４１】
　図８に示す収納時の形態で、第１アーム４１は、最短長でありかつ第２アーム４２の全
長と同等に設定されている。また、第１アーム４１及び第２アーム４２のフック５９はい
ずれも同じ方向を向いている。このように、ドラムスタンド１０は、アームの先端に湾曲
部を有するドラムスタンドよりもコンパクトに折り畳むことができる。尚、ドラムスタン
ド１０を収納時の形態から使用時の形態に変形する操作は、上記一連の操作と逆の順で行
えばよい。
【００４２】
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　続いて、スネアドラムの口径に対応してドラム支持体１４の直径を調整する際の手順に
ついて説明する。
　図６（ａ）～図６（ｃ）は、１２インチ口径のスネアドラムＳＤ１に対応してドラム支
持体１４の直径を変更したドラムスタンド１０を示す。また、図７（ａ）～図７（ｂ）は
、１４インチインチ口径のスネアドラムＳＤ２に対応してドラム支持体１４の直径を変更
したドラムスタンド１０を示す。
【００４３】
　１２インチ口径のスネアドラムＳＤ１の場合、図６（ａ）に示すように、Ｔ型ストッパ
５４が第１の向きで２本の第２アーム４２の基端間に配置されると共に、アーム支持体４
３の基部４７に固定されている。また、図６（ｂ）に示すように、第１及び第２アーム４
１，４２は、支柱１７の上端付近からスネアドラムＳＤ１の底面に向けて、斜めにかつ直
線的にそれぞれ延びている。この場合、スネアドラムＳＤ１は、第１及び第２アーム４１
，４２との間の空間を利用して、第１及び第２アーム４１，４２により支持されている。
また、図６（ｃ）に示すように、Ｔ型ストッパ５４により、２本の第２アーム４２が第１
角度で開いた第１位置から閉じないように規制されている。この場合、第１アーム４１の
長さは、第２アーム４２の全長とほぼ同等になるよう短く調節されている。
【００４４】
　１４インチ口径のスネアドラムＳＤ２の場合、図７（ａ）に示すように、Ｔ型ストッパ
５４が第２の向きで２本の第２アーム４２の基端間に配置されると共に、アーム支持体４
３の基部４７に固定されている。ここで、第２の向きは、第１の向きを上下反転させた向
きである。この場合も、図７（ｂ）に示すように、第１及び第２アーム４１，４２は、支
柱１７の上端付近からスネアドラムＳＤ２の底面に向けて、図６（ｂ）に示す場合とほぼ
同じ角度でそれぞれ延びている。このため、スネアドラムＳＤ２は、図６（ｂ）に示す場
合とほぼ同じ高さ位置で、第１及び第２アーム４１，４２により支持されている。また、
図７（ｃ）に示すように、Ｔ型ストッパ５４により、２本の第２アーム４２が第２角度で
開いた第２位置から閉じないように規制されている。ここで、第２角度は、第１角度より
も大きく設定されている。この場合、第１アーム４１の長さは、クランプ部４６ｂのＴ型
ナット５１を操作して、第２アーム４２の全長よりも長くなるように調節されている。
【００４５】
　また、上記のドラムスタンド１０によれば、１４インチ口径のスネアドラムＳＤ２に対
応するドラム支持体１４をベースにして、１３インチ口径のスネアドラム及び１５インチ
口径のスネアドラムにそれぞれ対応することもできる。１３インチ口径のスネアドラムに
対応する場合、図７（ｃ）に示す状態から第１アーム４１の長さを短くすることで、ドラ
ム支持体１４の直径を、１４インチ口径のスネアドラムＳＤ２のときよりも小さくすれば
よい。この場合、摺動アーム４４は、図７（ｃ）に示す位置よりも左側に配置される。ま
た、１５インチ口径のスネアドラムに対応する場合、図７（ｃ）に示す状態から第１アー
ム４１の長さを伸ばすことで、ドラム支持体１４の直径を、１４インチ口径のスネアドラ
ムＳＤ２のときよりも大きくすればよい。この場合、摺動アーム４４は、図７（ｃ）に示
す位置よりも右側に配置される。
【００４６】
　図６（ｂ）及び図７（ｂ）から明らかなように、ステーによりアームを回動させてドラ
ムを把持するドラムスタンドよりも、スネアドラムＳＤ１，ＳＤ２を低い位置でセッティ
ングすることができる。また、ドラムスタンド１０によれば、２種類のスネアドラムＳＤ
１，ＳＤ２の各口径に対応してドラム支持体１４の直径を変更することができる。この場
合、スネアドラムＳＤ１，ＳＤ２の直径に関係無くほぼ同じ高さ位置で、スネアドラムＳ
Ｄ１，ＳＤ２をセッティングすることもできる。
【００４７】
　従って、本実施形態によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（１）ドラムスタンド１０は、複数のアームを有するドラム支持体１４を備えている。
ドラム支持体１４は、第１アーム４１と、第１アーム４１に対して開閉する２本の第２ア
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ーム４２とから構成されている。第１及び第２アーム４１，４２はいずれも、支柱１７の
上端付近からスネアドラムＳＤ１の底面に向けて斜めに直線的に延びている。この構成に
よれば、第１及び第２アーム４１，４２の延出方向をスネアドラムＳＤ１，ＳＤ２の底面
に対して斜めに設定することで、第１及び第２アーム４１，４２とスネアドラムＳＤ１，
ＳＤ２の底面との間に空間を確保することができる。このため、使用時の形態では、スネ
アドラムＳＤ１，ＳＤ２が、支柱１７の上端付近から延びる第１及び第２アーム４１，４
２との間の空間を利用して、第１及び第２アーム４１，４２により支持される。よって、
ステーによりアームを回動させてドラムを把持するスネアスタンドよりも、スネアドラム
ＳＤ１，ＳＤ２を低い位置でセッティングすることができる。また、第１及び第２アーム
４１，４２はいずれも直線的に延びており、湾曲部を有していない。このため、収納時の
形態では、第１及び第２アーム４１，４２が、それらの全長に亘って支柱１７と並行に配
置される。よって、アームの先端に湾曲部を有するドラムスタンドと比較して、ドラムス
タンド１０の収納時の形態をコンパクトにすることもできる。
【００４８】
　（２）ドラム支持体１４は、第１アーム４１と、第１アーム４１に対して開閉する２本
の第２アーム４２とから構成されている。この構成によれば、アームの総数を３本に設定
することで、スネアドラムＳＤ１，ＳＤ２の安定的な支持に必要なアームの数を最小限に
抑えることができる。これにより、第１及び第２アーム４１，４２の収納時の形態がより
コンパクトになり、ひいては、ドラムスタンド１０の収納時の形態をよりコンパクトにす
ることができる。
【００４９】
　（３）アーム支持体４３のＴ型ナット５１を緩めると、クランプ部４６ｂ及びクランプ
片４９による摺動アーム４４の挟持が解除される。このため、摺動アーム４４がアーム支
持体４３に対して摺動可能となり、第１アーム４１の全長が調整可能となる。この構成に
よれば、アーム支持体４３の軸線に沿って摺動アーム４４を摺動させるだけで、第１アー
ム４１の長さを調整することができる。また、使用時の形態にして第１アーム４１の長さ
を調整することで、放射状に開いた第１及び第２アーム４１，４２の先端を含む円の直径
を変更することができる。このように、第１アーム４１の長さを調整するだけで、スネア
ドラムＳＤ１，ＳＤ２の直径に対応してドラム支持体１４の直径を調節することができる
。
【００５０】
　（４）収納時の形態で、第１アーム４１は最短長でありかつ第２アーム４２の全長と同
等に設定されている。この構成によれば、第１及び第２アーム４１，４２の収納時の形態
がより一層コンパクトになり、ひいては、ドラムスタンド１０の収納時の形態をより一層
コンパクトにすることができる。
【００５１】
　（５）アタッチメント１５の六角ナット３１を緩めることで、支持片３２及びカバー２
９によるドラム支持体１４の挟持が解除される。このため、ドラム支持体１４がアタッチ
メント１５に対し第１アーム４１の軸線に沿って摺動可能となり、支柱１７の軸線に対す
るドラム支持体１４の中心位置が変更可能となる。この構成によれば、アタッチメント１
５を上記のように操作して、ドラム支持体１４を第１アーム４１の軸線に沿って移動させ
ることができる。これにより、ドラム支持体１４に装着されたスネアドラムＳＤ１，ＳＤ
２の中心を、スタンド本体１１の支柱１７と同位置に配置することができる。よって、ド
ラムスタンド１０によりスネアドラムをＳＤ１、ＳＤ２を安定的に支持することができる
。
【００５２】
　（６）基部４７の中央には、Ｔ型ストッパ５４が取り付けられている。この構成によれ
ば、Ｔ型ストッパ５４を第１の向きで２本の第２アーム４２の基端間に配置することで、
２本の第２アーム４２を第１角度で開いた第１位置から閉じないように規制することがで
きる。この場合、比較的小さい径のスネアドラムＳＤ１に対応してドラム支持体１４の直
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径を調整することができる。また、Ｔ型ストッパ５４を第２の向きで２本の第２アーム４
２の基端間に配置することで、２本の第２アーム４２を第２角度で開いた第２位置から閉
じないように規制することもできる。この場合、比較的大きい径のスネアドラムＳＤ２に
対応してドラム支持体１４の直径を調整することができる。ここで、第２の向きは、第１
の向きを上下反転させた向きである。つまり、Ｔ型ストッパ５４を上下反転させて基部４
７に取り付けるだけで、２種類のスネアドラムＳＤ１，ＳＤ２の口径に対応してドラム支
持体１４の直径を調整することができる。よって、ドラムスタンド１０に装着されるスネ
アドラムＳＤ１，ＳＤ２の種類に対応してドラム支持体１４の直径を容易に切替えること
ができる。
【００５３】
　（７）アタッチメント１５のＴ型ナット２７を緩めることで、第１及び第２クランプ２
４，２５による球体２３の挟持が解除される。このため、アタッチメント１５は、軸部材
２２を介し上パイプ１７ａに対して傾動可能となる。このように、支柱１７に対してアタ
ッチメント１５を傾動させることで、第１及び第２アーム４１，４２を支柱１７と平行に
なるまで折り畳むことができる。これにより、ドラムスタンド１０の収納時の形態をより
一層コンパクトにすることができる。また、アタッチメント１５は、球体２３の中心を中
心として、前後左右及び上下方向に傾動可能である。このため、支柱１７に対するドラム
支持体１４の取付角度を変更することで、スネアドラムＳＤ１，ＳＤ２の打面角度を演奏
し易い角度に調整することもできる。
【００５４】
　（８）フック５９は、スネアドラムを下方から受ける受け部５９ａと、下フープに係止
される係止部５９ｂとを備えている。受け部５９ａ及び係止部５９ｂはいずれも、スネア
ドラムとの接触面積を少なくするため、断面円形状に形成されている。この構成によれば
、フック５９は、フープやシェル等との接触面積を小さく抑えつつスネアドラムＳＤ１，
ＳＤ２を把持することができる。この場合、スネアドラムＳＤ１，ＳＤ２の振動がフック
５９により打ち消され難いため、ドラム音を十分に響かせることができる。
【００５５】
　なお、本実施形態は、以下のように変更してもよい。
　・本実施形態において、アタッチメント１５を用いて、ドラム支持体１４を、スタンド
本体１１の上パイプ１７ａに取り付けた。これに代えて、アタッチメント１５を用いずに
、ドラム支持体１４を、スタンド本体１１の上パイプ１７ａに直接取り付けてもよい。こ
の場合、ドラム支持体１４にティルター機能が組み込まれる。
【００５６】
　・本実施形態において、ドラム支持体１４を、第１アーム４１と、第１アーム４１に対
して開閉する２本の第２アーム４２とから構成した。これに代えて、第２アーム４２の数
を３本以上としてもよい。
【００５７】
　・本実施形態において、第１アーム４１を、アーム支持体４３と、アーム支持体４３に
支持される摺動アーム４４とから構成した。これに代えて、第１アーム４１を単一の部材
により構成してもよい。
【００５８】
　・本実施形態において、上パイプ１７ａにアタッチメント１５を固定する構造、アタッ
チメント１５にドラム支持体１４を固定する構造、アーム支持体４３に摺動アーム４４を
固定する構造にクランプ構造を用いた。これに代えて、例えば、ボルトを用いて可動部材
を固定部材に直接固定する構造を採用してもよい。
【００５９】
　・本実施形態において、２本の第２アーム４２を第１角度で開いた第１位置又は第２角
度で開いた第２位置から閉じないように規制する規制部材としてＴ型ストッパ５４を用い
た。これに代えて、２種類の規制部材を準備し、ドラムスタンド１０に装着されるスネア
ドラムＳＤ１，ＳＤ２の直径に対応して２種類の規制部材を付け替えるようにしてもよい
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。また、ドラムスタンド１０からＴ型ストッパ５４を省略してもよい。
【００６０】
　・本実施形態において、ドラムスタンド１０を、スネアドラム用スタンドに具体化した
が、タム用スタンドに具体化してもよい。
【符号の説明】
【００６１】
　ＳＤ１，ＳＤ２…スネアドラム、１０…ドラムスタンド、１１…スタンド本体、１４…
ドラム支持体、１５…アタッチメント、１７…支柱、４１…第１アーム、４２…第２アー
ム、４３…アーム支持体、４４…摺動アーム、５４…Ｔ型ストッパ（規制部材）、５９…
フック。
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